
1

資料２

朝来市生物多様性地域戦略の作成進捗について
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戦略策定のスケジュール

※TM：タウンミーティング

仕様項目

(1)計画準備

(2)意識調査及び分析
・まとめ

(3)情報の収集・整理及び
現状把握・課題整理

(4)朝来市生物多様性地域
戦略素案の作成支援、策定
に係るその他の助言・支援

(5)環境審議会等の運営支
援

(6)議会報告及びパブリッ
クコメントの支援

(7)本編冊子等の作成 印刷

その他（イベント等） ●TM① ●TM② ●あさご環境フェスタ2026

2月9月 10月 11月 12月 1月
令和7年度 令和8年度

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 3月4月 5月 6月 7月 8月

③調査票の分析

①本編冊子の作成

パブコメ

業務実施計画
全体方針の確認

①調査票の作成
・市民
・事業所
・中学生

●
R7第２回
環境審議会

●
R7第３回
環境審議会

●
R8第１回
環境審議会

●
R8第2回
環境審議会

●
R8第3回
環境審議会

●
R8第4回
環境審議会

議会/公表用
資料

②概要版冊子の作成

③朝来市版レッドデータブック、ブラックリストの作成

②調査
の実施

④
報告書
作成 ●提出

③生物多様性の現状把握と
課題整理

状態目標、行動目標の確認●
全体(素案)及び施策体系の検討①●

RL、BLの確認③●

①自然条件に関する
情報の収集・整理

※「いきもの図鑑」
情報を随時追加

②社会条件に関する
情報の収集・整理

アンケート調査結果の共有●
朝来市の現状と課題の確認①●

めざしたい姿、基本戦略の検討●
戦略の全体構成（骨子案）●

RL、BLの確認①●

パブコメ結果の共有 ●
素案最終案(答申案)の確認 ●

RDB、BLの確定●

朝来市の現状と課題の確認②●
めざしたい姿、基本戦略の確認●

状態目標、行動目標の検討●
RL、BLの確認②●

戦略策定の進め方●
アンケート調査の

内容確認●

全体(素案)及び施策体系の検討②●
RL、BLの確認④●

● ●
郵送 回収

ヒアリング
(地域協議会、市民団体、有識者①)

ヒアリング
(有識者②)
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各環境審議会の議題（案）
会議回 開催日 議事内容

令
和
7
年
度

第
2
回

10/7
（火）

 戦略策定の進め方
 アンケート調査の調査票確認

第
3
回

2/26
（木）

 アンケート調査結果の共有
 現状と課題の確認①
 「めざしたい姿」、「基本戦略」の検討
 戦略の全体構成（骨子案）の確認
 レッドリスト、ブラックリストの確認①

令
和
8
年
度

第
1
回

６月上旬  現状と課題の確認②
 「めざしたい姿」、「基本戦略」の確認
 「状態目標」、「行動目標」の検討
 レッドリスト、ブラックリストの確認②

第
2
回

9月中旬  「状態目標」、「行動目標」の確認
 全体（素案）及び施策体系の検討①
 レッドリスト、ブラックリストの確認③
 環境基本計画 令和7年度 実施評価

第
3
回

11月中旬  全体（素案）及び施策体系の検討②
 レッドリスト、ブラックリストの確認④

第
4
回

2月下旬  パブコメ結果の共有
 素案最終案（答申案）の確認
 レッドリスト、ブラックリストの確定



地域資源 課 題
生物多様性

ホットスポット※

自然条件に関する
情報の収集・整理

活動団体や
有識者への
ヒアリング

社会条件に関する
情報の収集・整理

生物多様性の現状と課題の把握

妥当性
の確認

確認・
情報の追加

整理

確認・
情報の追加

・
・
・

・
・
・
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１. 現状と課題の整理方法について
●情報の収集・整理及び現状把握・課題整理

②アンケート調査
（市民・中学生・事業者）
③ヒアリング
（地域自治協議会・市民団体・有識者）

①既存資料調査

「現状と課題」については、
①既存資料調査、②アンケート調査
③ヒアリングから情報を収集し、整理
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①既存資料調査

・朝来市の自然条件と社会条件を収集・整理

・戦略の前半部分に地域概況として掲載予定

自然条件 社会条件

●位置と気候
●地理的特徴（地形・地質、山地・
森林、水系および水辺）

●植生
●保護区などの重要な自然
●その他の景観など
●守りたい朝来市の生きものたち

●人口
●産業
●土地利用とその変遷
●朝来市の暮らしや文化と生きもの
との関わり（林業、農業、暮らし、
市民団体活動）

※資料６も参照
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①既存資料調査
・既存資料から、朝来市において確認記録のある生きものリストを作成し、

種数を集計した（2026年1月時点の暫定版）。

【動物】

【植物】

掲載種数 市で確認記録のある種数
哺乳類 39 3 18 18
鳥類 165 25 158 71
爬虫類 14 2 9 6
両生類 15 7 15 13
魚類 42 20 56 21
昆虫類 1,839 56 281 99
クモ類 57 0 63 5

計 2,171 113 600 233

兵庫県レッドリスト環境省レッドリスト掲載種
のうち確認記録のある種数

市で確認記録
のある種数

分類群

掲載種数 市で確認記録のある種数

シダ植物 149 6 98 30

種子植物 1,318 62 711 239

1,467 68 809 269計

区分
市で確認記録の

ある種数
環境省レッドリスト掲載種
のうち確認記録のある種数

兵庫県レッドリスト

維管束
植物
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②アンケート調査
●実施概要

・実施期間：令和7年10月16日～令和7年11月14日

種類 対象 実施方法

中学生 市内中学校生徒248名
教育委員会を通した周知・

インターネットによる回答

市 民
住民基本台帳をもとに無作為に抽出した市

内在住の16歳以上の市民1500名 郵送による配布、郵送・イ

ンターネットによる回答
事業者

朝来市商工会が業種ごとの比率をもとに抽

出した200社

対象 方式 回答数 対象者数 回収率(%)
中学生 インターネット 214 248 86.3 

市民 インターネット 134 - -
郵送 459 - -
市民合計 593 1500 39.5 

事業者 インターネット 26 - -
郵送 67 - -
事業者合計 93 200 46.5 

総計 900 1948 46.2 

【アンケートの対象】

【回収結果】
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③ヒアリング

●地域自治協議会、市民団体へのヒアリング
・以下7つの団体を対象に、活動内容や課題についてヒアリングを行った。

区分 対象団体
生野・朝来地区　［いくの、奥銀谷、朝来］

山東地区　［梁瀬、粟鹿、与布土］

和田山地区　［竹田、和田山、糸井、大蔵、東河］

市民団体 あさごササユリ21
　（市民による環境保全団体：現在は解散）

特定非営利活動法人 ひょうごエコ市民ネットワーク
　（市民による環境保全団体）
のあそび部
　（市民による野外活動団体）
特定非営利活動法人 日本ハンザキ研究所
　（民間のオオサンショウオ専門研究機関）

地域自治協議会
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３. レッドリスト・ブラックリストの作成について
●有識者ヒアリング対象者一覧
・以下の７名の有識者に、主にレッド・ブラックリストの作成に関する

助言をいただいた。

氏名 所属・役職 専門

石田 弘明
（イシダ ヒロアキ）

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 教授
兵庫県立人と自然の博物館 副館長

植生、植物

岡田 純
（オカダ スミオ）

特定非営利法人 日本ハンザキ研究所 理事長 爬虫類、両生類

栗山 武夫
（クリヤマ タケオ）

兵庫県森林動物研究センター 主任研究員
兵庫県立大学 准教授

哺乳類、獣害

鈴木 武
（スズキ タケシ）

兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境再生研究部
研究員

植物

布野 隆之
（フノ タカユキ）

兵庫県立コウノトリの郷公園 研究員
兵庫県立大学大学院 地域資源マネジメント
研究科 エコ研究領域 准教授

鳥類

三橋 弘宗
（ミツハシ ヒロムネ）

兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員
兵庫県立大学 講師

河川生態系

八木 剛
（ヤギ ツヨシ）

兵庫県立人と自然の博物館 事業推進部長 昆虫類

（敬称略）
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